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量子計算機は、状態の重ね合わせを表現可能な量

子ビットを用いて超並列計算を行う次世代の情報処

理システムである。超伝導ジョセフソン接合を用い

た量子ビットの操作は、数 GHz のマイクロ波を量子

ビットに照射することで行われる。しかしながら、量

子ビットの数が増えるにつれて、ケーブル数の増加

に伴い室温からの熱流入が増大することが問題とな

っている。そこで我々は、数十 GHz の超高速動作が

実証されている単一磁束量子回路  (Single Flux 

Quantum: SFQ) 回路 [1] を用いて、任意の電力かつ

時間幅のマイクロ波パルスを得るマイクロ波スイッ

チ [2] の研究を行っている。 

マイクロ波スイッチのブロック図を Fig. 1 に示す。

同スイッチは、2 つの SFQ パルス列を遅延生成器 

(DG) 部で時間差をつけて足し合わせることにより、

マイクロ波の出力振幅を可変することができる。ま

た、フィルタを用いて SFQ パルス列から高調波を除

去することによりマイクロ波パルスを生成する。Fig. 

2 にマイクロ波スイッチのマイクロ波出力振幅の制

御電流依存性を示す。測定結果は、SFQ パルスの時

間差をつけるための 2 種の制御電流を印加すること

で、マイクロ波振幅を制御可能であることを示して

いる。講演では詳細な測定結果について説明する。 
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(a) マイクロ波スイッチのブロック図 

  

(b) 同スイッチ内の Pulse duplicator 部のブロック図 

Fig. 1 マイクロ波スイッチ 

 

Fig. 2 マイクロ波スイッチの出力電力の制御電

流依存性 
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